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研究成果の概要（和文）：　東日本大震災以降、迅速・的確な経済政策の立案・実行のため、都道府県別に景気を把握
する重要性が増した。国の景気動向指数では、地域の特性に応じた的確な経済政策の立案が困難なためである。そこで
、経済活動の総合的指標である実質ＧＤＰを、都道府県別で月次に推計し、分析した。
　都道府県別月次の実質ＧＤＰは、内閣府の発表している地域別総合支出指数（ＲＤＥＩ）に、政府最終消費、純移出
・純輸出を加えたもので作成した。作成した月次実質ＧＤＰを使い、東日本大震災の復興需要の推計を試みた。また、
４７都道府県の実質ＧＤＰを使い、バンドパスフィルターとマルコフスイッチングモデルで、景気の山谷を推定した。

研究成果の概要（英文）：　We developed the real monthly GDP by 47 prefectures to capture the each 
prefectures economic condition. We estimated the GDP using both official estimates and original 
estimates. Since 2012, the Japanese Cabinet Office has been releasing data on most of the GDP components 
in the form of a monthly index called the Regional Domestic Expenditure Index (RDEI). We estimated the 
other components, namely, government consumption and net export and added these to the expenditure 
component to arrive at the monthly GDP.
 By the monthly GDP,we estimated the economic impact of the Great East Japan Earthquake estimating 
indirect loss or gain. And we tried to capture business condition for 47 prefectures. We estimated 
business conditions by band pass filter and markov switching model.

研究分野： 経済学
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１．研究開始当初の背景 
各地域の景気動向を的確に把握すること

は、経済政策を立案・実行するうえで重要
である。特に東日本大震災以降、被災地を
含めた日本各地の景気動向を把握し、地域
特性に応じた経済政策を立案することはわ
が国の復興のため急務といえる。 
都道府県別のＧＤＰは内閣府が「県民経

済計算」という形で取りまとめている。し
かし、発表時期が遅く、しかも年次でしか
発表されないため、地域経済の現況をとら
える指標としては活用されていない。いく
つかの都道府県では独自に景気動向指数を
作成し、公表している。しかし、経済学的
には景気変動は実質国内総生産（ＧＤＰ）
の動きから考えるのが基本であり、景気動
向指数はあくまでもＧＤＰが計算できない
場合の代理変数である。都道府県別の実質
ＧＤＰをできるだけ早く推計することが必
要である。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、経済統計として中心的

な存在である実質ＧＤＰを都道府県別に推
計することである。国や自治体の政策にも
活かせるように、月次で早期に推計できる
ことも目的とする。この統計を作ることで、
国のＧＤＰや景気動向指数ではとらえられ
ない、地域ごとの経済状況を把握できるよ
うになる。 
全国のＧＤＰの四半期、年次データは内

閣府がＧＤＰ統計として発表している（図
１）。月次ＧＤＰは、日本経済研究センタ
ーが発表している。都道府県別の年次ＧＤ
Ｐは、内閣府が県民経済計算として取りま
とめているが、発表が遅い。月次の都道府
県別ＧＤＰを推計しようとするのが、本研
究である。 

 
３．研究の方法 
内閣府が発表する地域別総合支出指数

（ＲＤＥＩ）のデータに加え、都道府県別
の政府最終消費、純輸出・純移出の月次デ
ータを作成し、月次化した都道府県別ＧＤ
Ｐを作成する。 
ＲＤＥＩは、都道府県別に月次で支出動

向を把握するものとして作成された。しか
し、2016 年 6 月時点でも、個人消費、住宅
投資、設備投資、公共投資の４つしか作成

されていない。そこで、残りの主要な需要
項目である、政府最終消費支出と財貨サー
ビスの輸出、財貨サービスの輸入（都道府
県別では、これに、財貨サービスの移出、

財貨サービスの移入が加わる）を推計する
ことで、都道府県別に月次ＧＤＰを作成す
ることが可能になる。 
 
 

  
４．研究成果 
（１）復興需要の計測 
作成した系列で、東日本大震災後の被災

３県の状況を分析した。地震がなかった場
合に比べてＧＤＰがどのくらい増えたかを
推計した（〔雑誌論文〕③Yamasawa(2015)
参照）。 
都道府県別に実質ＧＤＰを推計したあと、

震災前に被災 3 県とＧＤＰの相関が高かっ
た件を使って、震災がなかった場合のＧＤ
Ｐを推計し、現実のデータと比較した。こ
れにより、被災 3 県の復興需要の大きさが
把握できた。2013 年 12 月時点で、地震がな
かった場合に比べて、被災 3 県のＧＤＰが
年率約 3 兆円多いという結果である（図
３）。 
 
図３ 被災 3県の復興需要 

（出所）yamasawa(2015) 
 
この研究の成果を発展させたものは、東

日本大震災から 5 年目の日本経済新聞にも
掲載された（2016 年 3 月 11 日付日本経済新
聞朝刊）。 
Yamasawa（2015）のデータを延長し、

2015 年 12 月までの都道府県別月次実質ＧＤ
Ｐを推計した。東北 6 県について震災前と
2015 年 12 月を比較し、東北地方のＧＤＰが
８％増えていることを明らかにした。需要

図１　ＧＤＰの種類
月次 四半期、年次
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経済研究セン
ター）
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図２　ＧＤＰの需要項目別内訳

2011年度
の構成比

ＲＤＥＩの対
象範囲

本研究で
焦点

国内総生産(支出側) 100.0 ○
民間最終消費支出 59.3 ○
民間住宅投資 2.6 ○
民間企業設備設備投資 12.8 ○
民間在庫品増加 -0.7
政府最終消費支出 19.6 ○
公的固定資本形成 4.2 ○
公的在庫品増加 0.0
財貨・サービスの輸出 16.1 ○
財貨・サービスの輸入 13.8 ○



項目別には公共投資が増加の中心となり、
都道府県別では宮城県の成長が高いことを
明らかにした。 
 
（２）都道府県別景気動向の把握 
また、都道府県別実質ＧＤＰを使って、

景気を測る工夫をした（2015 年 9 月のコン
ファレンスで発表〔学会発表〕⑤）。実質

ＧＤＰから、バンドパスフィルターを使っ
て景気の成分を取り出し、マルコフスイッ
チングモデルで景気の拡大期、後退期を把
握した。それらの情報を使い、景気の山や

景気の谷が相対的に早い県や遅い県などを
地図ソフトを使って把握した。 
 （出所）2016 年 3 月 11 日付日本経済新聞
朝刊 
 
図４ 景気の山谷の跛行性 
（出所）〔学会発表〕⑤資料。 
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